
 



晩秋の御在所岳・中道コースを登る 

 11 月 11 日朝 7 時八木駅発の電車に乗り、四日市で乗り換

えて近鉄湯の山温泉駅で下車。バスで御在所ロープウェイ駅

前に到着。9：30歩き始める。 

忠臣蔵由来の公園を見ながら 

温泉街の中を抜けて三滝川沿いに舗装道路を上る。巨岩の

ある大石公園のそばを通る。公園名は巨岩故と思いきや、忠

臣蔵の大石内蔵助にちなむとの事、それでは旅館「蔵之介」

の名もそうだろうなとか思いつつ、

その前を過ぎてバイパスに突き当たり、10：25中登山道口着。 

急登を喘ぎ喘ぎ登る 

 このコースを登るのは久々、はしご、岩場、ガレ場などが随所にある急登

をゆっくり進む。高い段差の階段や岩場は、膝にサポーターを巻いた短い脚

には予想以上の負担。やがてロープウェイ架線の真下で休憩、上を通るゴン

ドラから乗客が盛んに手を振ってくれる。それに応えながら歩き始める。お

ばれ岩、地蔵岩など巨岩、奇岩のそばを抜けて振り返ると奇岩の向こうに展

望が広がっている。 

伊勢湾や知多半島も  

東名阪道路が横切

る平野部と伊勢湾が

一望され、その向こ

うに見えるのは愛知県の知多半島だろう。  

振り返ると御在所岳の峩々たる岸壁が仰

がれ、南には鎌ケ岳の鋭い山頂が碧空に突き

立っている。 

くさり、ロープ、木の根にすがって 

やがて 6合目そしてキレットにかかる。鎖

にすがって何とか底に降り立ち、今度はロー

プ、木の根を頼りに岩場をよじ登る。 

 登山道の傍らの岩に上って昼食・休憩。腹を満たして、ゆっくり登り、13：00朝陽台広場着。 

20数年ぶりの挑戦 

「天気が良い日には富士山が見える」と言われるだけに四囲の眺めは素晴らしい。一息ついて、山

頂めざして歩きだす。さすがに疲れている。中道コースで登るのは 3度目だが、こんなにしんどかっ 

たかな。改めて思い返すと、前回登ったのは 20数年前なのだ。確実に歳をとり、  ↓鎌ケ岳の鋭峰 

確実に体力が衰えているのを痛感。                             

望湖台からは琵琶湖が 

 山頂広場に向かう階段で左足に違和感、痙攣の予兆だ。痙攣

防止薬を飲み、ゆっくり歩く。風は冷たく、樹々は葉を落とし

て、すでに初冬の装い。その中でアセビが赤い花芽を育てつつ

あった。  冬来たりなば春遠からじ 

 下りは大事をとってロープウェイを使い、バス、電車を乗り

継いで帰宅した。 


